
　5月30日,国会の要請により,衆議院の教育基本法特別委で,門

川大作教育長が参考人として意見陳述し,5政党からの質問に答

弁しました。 

　門川教育長は,京都では先人が明治維新の危機の中,自ら日本

で最初の学校を創設した「竈金（かまどきん）」の精神に基づき,「地

域の子どもは地域で育てる」取組が,開かれた学校づくり,市民・

PTAぐるみの教育改革に連綿とつながっていることを紹介。 

　この度の教育基本法改正案について,現行法の崇高な理念を

生かしつつ,「家庭教育,伝統文化,国

を愛する心,生涯学習,障害のある子

どもの教育,幼児教育等,本市が市民

とともに重要視してきた課題が盛り込

まれており,国会で広く議論され,国民の教育に対する目標・理念を

共有するものとして改正されることは励みになる」と述べ,また,教員

定数や教員の処遇の改善など,教育条件の充実を！と強く訴えまし

た。質疑では,京都市の学校・家庭・地域が連携した教育実践など

が絶賛され,市民・PTAぐるみの教育改革に注目が集まりました。 
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